
・短寿命の原因となりますので、直射日光の当たる場所に設置しないでください。

・表示された電源電圧（定格電圧 ６％）・周波数で使用する。

・施工は、施工説明にしたがい確実に行う。施工に不備があると、落下・感電・火災の原因となります。

　 警 告　 警 告

・周囲温度は、５ ３５ で使用してください。指定外の周囲温度で使用すると、ちらつきや短寿命の原因となります。

・器具、ランプを分解、改造しない。落下・感電・火災の原因となります。

・ガードの取り付けは必ず適合するものを使用してください。落下の原因となります。

・電源線の接続後の絶縁・防水処理（融着テーピングなど）は確実に行う。感電・火災の原因となります。

・屋側で使用できます。ただし、風の強い場所、常時高温・高湿度になる場所、腐食性ガスが発生する場所、塩害を受ける場所、

　屋内プールなどの塩素雰囲気にさらされる場所、振動の強い場所では使用しないでください。落下・感電・火災の原因となります。

・必ずパナソニック製ＬＥＤランプを使用する。管径・口金が異なると防水性能が損なわれ、落下・感電・火災の原因となります。

・ 器 具 の 施 工 に は 電 気 工 事 士 の 資 格 が 必 要 で す 。 施 工 は 必 ず 工 事 店 に 依 頼 し て く だ さ い 。

保 管 用

直 管 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ 搭 載

防 雨 ・ 防 湿 型 ベ ー ス ラ イ ト

直 管 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ 搭 載

防 雨 ・ 防 湿 型 ベ ー ス ラ イ ト

直 管 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ 搭 載

防 雨 ・ 防 湿 型 ベ ー ス ラ イ ト

施 工 説 明 書

取 扱 説 明 書

（ 防 雨 ・ 防 湿 型 ）

ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）２１００１Ｊ　ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）２１０２１Ｊ

ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）２２００１Ｊ　ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）２２０２０Ｊ

ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）４１００１　　ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）４１０２１

ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）４２００１Ｋ　ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）４２０２１Ｋ

品 番

　壁面取付時は接地側ソケットを下側にして取り付ける。感電・火災の原因となります。

　 注 意　 注 意

　必ず非接地側（電圧側）に取付けてください。（接地側の無い電源では両切りスイッチをおすすめします。）

・スイッチを接地側に取り付けた場合、消灯後もランプが薄暗く発光する場合がありますので、

・Ｔ／Ｕ付６Ａリレーを使用する場合、照明器具の接続台数に制限があります。

　詳細については、該当Ｔ／Ｕ付６Ａリレーのカタログ・商品仕様書を参照してください。

施 工 上 の ご 注 意施 工 上 の ご 注 意

取 説 Ｎ ｏ ． Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ４ ２ ０ ０ １ Ｋ － Ｔ ９

・ランプはガラス製のため、取扱に注意する。破損によるけがの原因となります。

　万一、破損した場合、すぐに電源を切り交換してください。

・ランプが破損した状態で使用しない。落下・感電・火災の原因となります。

　指定外の電源電圧・周波数で使用すると感電・火災の原因となります。

上記（　　）内は加工品番です。（以降、加工品番の記載を省略します。）

　単線とより線の直接接続（ねじり接続など）はしない。必ず専用工具で圧着すること。火災の原因となります。

　器具の取り付け取り外しは手袋など保護具を使用する。　けがのおそれがあります。

ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）２１００１Ｊ　ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）２１０２１Ｊ

ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）２２００１Ｊ　ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）２２０２０Ｊ

ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）４１００１　　ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）４１０２１

ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）４２００１Ｋ　ＮＮＦＷ（ＮＮＦＷＨ）４２０２１Ｋ



絶縁不良、感電のおそれあり。下記注意点にしたがい、確実に取り付けてください。

３０Ｎ以上

ソ ケ ッ ト キ ャ ッ プ 取 付 時 の 注 意 点

　 ： ラ ン プ を ま っ す ぐ に 挿 入 す る 。

１ 　 の 注 意 点 ： 給 電 側 ソ ケ ッ ト の 回 転 部 分 が

　 　 　 　 　 　 　 下 図 の 位 置 に あ る こ と を 確 認 す る 。

２ 　 の 注 意 点 ： ラ ン プ 長 手 方 向 に ３ ０ Ｎ 以 上 の

　 　 　 　 　 　 　 力 を 加 え な い 。

電源線・アース線の接続

ソ ケ ッ ト

ソ ケ ッ ト

キ ャ ッ プ

ソ ケ ッ ト

キ ャ ッ プ

ソ ケ ッ ト

３ 　 の 注 意 点 ： ソ ケ ッ ト キ ャ ッ プ と ソ ケ ッ ト に

　 　 　 　 　 　 　 ス キ マ が 出 な い よ う 締 め 付 け る 。

　 　 　 　 　 　 （ 中 途 半 端 締 付 、 斜 め 締 付 を し な い 。 ）

・電源ブッシングがついていない電源穴を使用

電 源 ブ ッ シ ン グ

　する場合は必ずブッシングを付替てください。

４

２

２

５
５

ソ ケ ッ ト キ ャ ッ プ
５

－ ２ －

　取付が不完全な場合、ランプ落下、照度低下の原因となります。　取付が不完全な場合、ランプ落下、照度低下の原因となります。

・ソケットキャップをソケットにしっかりと締め付ける。

（ 別 売 ）
ラ ン プ

ソ ケ ッ ト

キ ャ ッ プ
給 電 側

ソ ケ ッ ト

１

　 　 確 実 に 締 め 付 け る

奥 ま で 入 れ る

　 給 電 側

（ ２ 本 ピ ン ）

２

ラ ン プ を

２ 本 ピ ン

３

回 転 さ せ る１ 本 ピ ン

マ ー ク

３

接 地 側

ソ ケ ッ ト

奥 ま で 入 れ る
ラ ン プ を

２

　 　
確 実

に 締
め 付

け る

給 電 側 ソ ケ ッ ト

回 転 さ せ る

１

　 接 地 側

（ １ 本 ピ ン ）

・ランプをソケットの奥まで挿入して、確実に取り付ける。

ランプ（別売）を確実に取り付ける。５

　取付が不完全な場合、防水性能が損なわれ、

Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ４ ２ ０ ０ １ Ｋ の 例 で 説 明 し て い ま す 。

十分耐えるよう、取付ボルトまたは

取付前の確認

・ランプにソケットキャップをはめこむ。

５

４

２

３

電 源 線

　取付が不完全な場合、反射板落下の原因となります。

１

反射板の取付

ソ ケ ッ ト 台 ３

Ｂ 寸 法

・ツマミネジを締め付けて反射板を確実に取り付ける。

接 地 側 ソ ケ ッ ト

２

座 金 （ 別 途 ）

本体の取付

ラ ン プ

ナ ッ ト （ 別 途 ）

ツ マ ミ ネ ジ

本 　 体

反 射 板

　（木ネジは、丸木ネジ呼び４．１ ４ ５を使用する。）

　（取付ボルトは、Ｗ３／８又はＭ１０を使用する。）

・本体を取付ボルトに確実に取り付ける。
　（推奨トルク値１ ５Ｎ・ｍ）

　不備があると器具落下の原因となります。

　取付が不完全な場合、防水性能が損なわれ、

本体の取付

　不備があると器具落下の原因となります。

３

　不備があると器具落下の原因となります。

４４

　不備があると器具落下の原因となります。

　取付が不完全な場合、反射板落下の原因となります。

・電源線、アース線を本体の電源穴から引き込んでおく。

２

５

・発光部が照射方向となるように９０ 回転させて取り付ける。

　絶縁不良または感電の原因となります。

・器具質量（３．８ｋｇ：ＮＮＦＷ４２００１ＫＬＥ９の場合）に

ランプ（別売）を確実に取り付ける。

反射板の取付

取付前の確認１

　木ネジ取付部（ネジ掛かり代）の強度を確保する。
施工は、施工説明書にしたがい確実に行う。
施工に不備があると、落下・感電・火災の原因となります。

　 警 告　 警 告

各 部 の な ま え と 取 付 方 法各 部 の な ま え と 取 付 方 法

・ マーク付ソケットにランプピン１本ピン側を取り付ける。

　（ランプに方向性があります。向きを確認して取り付けてください。）

　絶縁不良または感電の原因となります。

電源線・アース線の接続

ス キ マ

ボ ル ト の 出 し ろ ： １ ５ ４ ０ ｍ ｍ

（ 連 結 す る 場 合 ）

Ａ 寸 法

告告警警
接続、保護が不完全な場合、

感電・火災の原因となります。

・ 電 源 線 、 ア ー ス 線 と 器 具 口 出 し 線 を 接 続 す る 。

・ 接 続 部 の 絶 縁 、 防 水 処 理 （ 融 着 テ ー ピ ン グ な ど ） を 確 実 に 行 う 。

・ Ｄ 種 （ 第 ３ 種 ） 接 地 工 事 が 必 要 。

・ 口 出 し 線 の 接 続 は 、 電 気 設 備 技 術 基 準 の 省 令 第 ７ 条 、

　 お よ び 同 解 釈 第 １ ２ 条 に し た が う こ と 。

・ 口 出 し 線 の 種 類 ： ポ リ エ チ レ ン 絶 縁 電 線

・ 電 線 の 線 径 ： ０ ７ ５ ｍ ｍ
２

Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ４ １ ０ ０ １ 　 　 ・ Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ４ １ ０ ２ １

Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ４ ２ ０ ０ １ Ｋ 　 ・ Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ４ ２ ０ ２ １ Ｋ

Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ２ ２ ０ ０ １ Ｊ 　 ・ Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ２ ２ ０ ２ ０ Ｊ

Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ２ １ ０ ０ １ Ｊ 　 ・ Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ２ １ ０ ２ １ Ｊ

器 具 品 番 Ａ 寸 法

８ ０ ０

Ｂ 寸 法

４ ０ ０

４ ５ ０

ボルトの出しろは 　４０ｍｍ 　を超えないこと。

不備があると、施工時にボルト先端部で電源線等を

挟みこみ、感電・火災の原因となります。
警警告告

　　　　　　　　 　４０ｍｍ 　



　通電状態で濡れたソケットに触れたり、ソケット内部の導電板に触れたりすると感電の原因となります。

・ランプの取付・取外しや清掃の際は必ず電源を切り、水分を取り除く。

電源線 ビニタイ

連結補助板 本体

・シンナー、ベンジン、アルカリ系洗剤で器具を拭かないでください。変色、変質、強度低下による破損の原因となります。

　水または中性洗剤を用いて、汚れた部分を軽く拭き取ってください。

　電源線を確実に取り付ける。

　場合には連結補助板のビニタイで

・電源線を器具内で送り配線する

　破損した状態でも点灯しますが、使用し続けると防水性能が損なわれ、落下・感電・火災の原因となります。

・ランプが破損（ひび・割れなど）した状態で使用しない。

取 説 Ｎ ｏ ． Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ４ ２ ０ ０ １ Ｋ － Ｔ ９
－ ３ －

　 注 意　 注 意

使 用 上 の ご 注 意

・ＬＥＤ素子にバラツキがあるため、同じ品番のランプでも光色・明るさが異なる場合があります。あらかじめご了承ください。

・ラジオ、テレビや赤外線リモコン方式の機器は照明器具から離して使用してください。雑音が入ったり、正常に動作しない場合があります。

・調光機器などとの組合せはできません。

使 用 上 の ご 注 意

・同時通訳機などの誘導無線を使用する場合、雑音が入る場合があります。事前に確認し、対策を講じてください。

器 具 背 面 図器 具 背 面 図

２．本体・反射板の取付けは中央部

　　から両端へ向かって取り付ける。

・連結台数が多い場合（５連結以上）には

連結補助板

・連結補助板（ＦＳＫ４１１１１：別売）にて固定。

本 体 連 結 方 法

１．本体に連結補助板を付け、

　　引っ張り気味に取り付ける。

・ ご 使 用 前 に こ の 取 扱 説 明 書 を 必 ず お 読 み の う え 、 正 し く お 使 い く だ さ い 。

・器具、ランプを分解、改造しない。　落下・感電・火災の原因となります。

　万一、煙が出たり、変な臭いがするなどの異常が発生した場合、すぐに電源を切り、工事店に修理を依頼する。

　そのままで使用すると、感電・火災の原因となります。

　 警 告　 警 告

　・１年に１回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。３年に１回は工事店などの専門家による点検をお受けください。

　・周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合などは寿命が短くなります。

・照明器具には寿命があります。設置して１０年（ １）経つと、外観に異常がなくとも内部の劣化は進行しています。

・ランプはガラス製のため、取扱に注意する。破損によるけがの原因となります。

　点検交換してください。　 １：使用条件は周囲温度３０ 、１日１０時間点灯です。

Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 器 具 の 光 源 寿 命 は 、 ４ ０ ， ０ ０ ０ 時 間 で す 。

　万一、破損した場合、すぐに電源を切り交換してください。

　　（チェックシート番号：ＣＬＸ２０２１ＪＡ）　点検せずに長時間使い続けるとまれに落下・感電・火災に至る場合があります。

　・ＬＥＤ光源は寿命が来ても、暗くなりますが点灯し続けます。

　　点灯出来るからといって継続して使用が可能というわけではありません。

電 源 接 続 用 Ｋ ． Ｏ 電 源 穴電 源 穴

７ ０

８ ０ ０ （ 取 付 ボ ル ト 用 ）

９ ０ ０ （ 木 ネ ジ 用 ）

４ ３ ０ （ 木 ネ ジ 用 ）

電 源 穴

４ ０ ０ （ 取 付 ボ ル ト 用 ） ３ ５Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ２ ２ ０ ０ １ Ｊ

Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ２ ２ ０ ２ ０ Ｊ

Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ４ ２ ０ ０ １ Ｋ

Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ４ ２ ０ ２ １ Ｋ

Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ４ １ ０ ０ １

Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ４ １ ０ ２ １

器 具 品 番

器 具 品 番

Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ２ １ ０ ２ １ Ｊ

Ｎ Ｎ Ｆ Ｗ ２ １ ０ ０ １ Ｊ

・直射日光の当たる状態では点灯しないでください。過熱による故障・短寿命の原因となります。

２
０

２ ５



６ ２ Ｗ

０ ２ ７ Ａ０ ３ ２ Ａ

６ ２ Ｗ６ ４ Ｗ

０ ６ ４ Ａ

消 費 電 力

入 力 電 流
ＬＤＬ４０Ｓ／２９

３ ３ Ｗ

０ １ ４ Ａ

３ ３ Ｗ

０ １ ７ Ａ

３ ４ Ｗ

０ ３ ４ Ａ

消 費 電 力

入 力 電 流
ＬＤＬ４０Ｓ／２９

保 証 に つ い て保 証 に つ い て

Ｍ Ｎ １ ２ １ ２ － ０ ９ ０ ３ ２ ２

お 手 入 れ ・ ラ ン プ 交 換お 手 入 れ ・ ラ ン プ 交 換

　・器具の清掃について・・・水または中性洗剤を用いて、汚れた部分を軽く拭き取ってください。

ＮＮＦＷ２２００１Ｊ

　・ランプ交換について・・・本体表示にしたがって、下記の指定された部品を使用してください。

　　交換部品

定 格

　　　　　　　　　　　　　・ランプはソケットの奥まで確実に挿入して取り付けてください。
　　　　　　　　　　　　　　 詳細は、「各部のなまえと取付方法」を参照してください。
　　　　　　　　　　　　　・ソケットキャップをソケットにしっかりと締め付ける。

　　　　　　　　　　　　　　シンナー、ベンジン、アルカリ系洗剤で拭かないでください。
　　　　　　　　　　　　　　変色・変質、強度低下による破損の原因となります。

　　　　　　　　　　　　　・必ずパナソニック製ＬＥＤランプを使用してください。
　　　　　　　　　　　　　　管径・口金が異なると防水性能が損なわれ落下・感電・火災の原因となります。

　　　　　　　　　　　　　・ランプには方向性がありますので、向きを確認して取り付けてください。

器具品番

ＮＮＦＷ４１００１ ＮＮＦＷ４２００１Ｋ

　　　　　　　　　　　　　　取付が不完全な場合、防水性能が損なわれ、絶縁不良または感電の原因となります。

７

１

３ ５

４

ラ ン プ

ソ ケ ッ ト キ ャ ッ プ

２

ソ ケ ッ ト
（ ラ ン プ 交 換 の し か た ） １ 　 ソ ケ ッ ト キ ャ ッ プ を ソ ケ ッ ト か ら 取 り 外 す 。

４ 　 新 し い ラ ン プ に ソ ケ ッ ト キ ャ ッ プ を は め こ む 。

　 　 取 付 が 不 完 全 な 場 合 、 防 水 性 能 が 損 な わ れ 、 絶 縁 不 良 ま た は 感 電 の 原 因 と な り ま す 。

５ 　 ラ ン プ を ソ ケ ッ ト に 取 り 付 け る 。

７ 　 ソ ケ ッ ト キ ャ ッ プ を ソ ケ ッ ト に し っ か り と 締 め 付 け る 。

２ 　 ラ ン プ を ９ ０ 回 転 さ せ る 。

３ 　 ラ ン プ を 下 方 向 に 取 り 外 す 。

６ 　 ラ ン プ を ９ ０ 回 転 さ せ る 。
６

ソ ケ ッ ト

キ ャ ッ プ

ソ ケ ッ ト

キ ャ ッ プ

ソ ケ ッ ト ソ ケ ッ ト

７ 　 の 注 意 点 ： ソ ケ ッ ト キ ャ ッ プ と ソ ケ ッ ト に

　 　 　 　 　 　 　 ス キ マ が 出 な い よ う 締 め 付 け る 。

　 　 　 　 　 　 （ 中 途 半 端 締 付 、 斜 め 締 付 を し な い 。 ）

６ 　 の 注 意 点 ： ラ ン プ 長 手 方 向 に ３ ０ Ｎ 以 上 の

　 　 　 　 　 　 　 力 を 加 え な い 。

５ 　 の 注 意 点 ： 給 電 側 ソ ケ ッ ト の 回 転 部 分 が

　 　 　 　 　 　 　 下 図 の 位 置 に あ る こ と を 確 認 す る 。

３０Ｎ以上

４ 　 の 注 意 点 ： ラ ン プ を ま っ す ぐ

　 　 　 　 　 　 　 挿 入 す る 。

直管ＬＥＤランプ

ＬＤＬ２０ＳＮＮＦＷ２２０２０Ｊ

ＮＮＦＷ４１０２１ ＮＮＦＷ４２０２１Ｋ

や け ど の お そ れ あ り
　 点 灯 中 や 消 灯 直 後 は ラ ン プ や
　 そ の 周 辺 を さ わ ら な い こ と 。

ラ ン プ 破 損 の お そ れ あ り
　 ラ ン プ は ガ ラ ス 製 で す 。
　 取 扱 に 注 意 し て く だ さ い 。

感 電 の お そ れ あ り
　 ラ ン プ 交 換 時 は 、
　 必 ず 電 源 を 切 っ て く だ さ い

警 告

＜ＮＮＦＷ２２００１Ｊ／ＮＮＦＷ２２０２０Ｊ＞

ＬＤＬ２０Ｓ／１４

定 格 電 圧

入 力 電 流

消 費 電 力

ラ ン プ

ラ ン プ

消 費 電 力

入 力 電 流

定 格 電 圧

入 力 電 流

消 費 電 力

ＬＤＬ４０Ｓ／３３

ＬＤＬ４０Ｓ／２５

入 力 電 流

入 力 電 流

消 費 電 力

消 費 電 力

ＬＤＬ４０Ｓ／２２

ＬＤＬ４０Ｓ／１９

入 力 電 流

消 費 電 力

＜ＮＮＦＷ４２００１Ｋ／ＮＮＦＷ４２０２１Ｋ＞

Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ Ａ Ｃ ２ ０ ０ Ｖ Ａ Ｃ ２ ４ ２ Ｖ

Ｌ Ｅ ９

ＬＤＬ２０Ｓ／１１
消 費 電 力

入 力 電 流入 力 電 流

消 費 電 力
ＬＤＬ２０Ｓ／１１

Ｌ Ｅ ９

Ａ Ｃ ２ ４ ２ ＶＡ Ｃ ２ ０ ０ ＶＡ Ｃ １ ０ ０ Ｖ

＜ＮＮＦＷ４１００１／ＮＮＦＷ４１０２１＞

消 費 電 力

入 力 電 流

ＬＤＬ４０Ｓ／１９

ＬＤＬ４０Ｓ／２２

消 費 電 力

消 費 電 力

入 力 電 流

入 力 電 流

ＬＤＬ４０Ｓ／２５

ＬＤＬ４０Ｓ／３３

消 費 電 力

入 力 電 流

定 格 電 圧

入 力 電 流

消 費 電 力

ラ ン プ

ラ ン プ

消 費 電 力

入 力 電 流

定 格 電 圧

ＬＤＬ２０Ｓ／１４

＜ＮＮＦＷ２１００１Ｊ／ＮＮＦＷ２１０２１Ｊ＞

０ ２ ６ Ａ ０ １ ３ Ａ

２ ５ Ｗ

０ １ １ Ａ

２ ５ Ｗ２ ６ Ｗ

０ ２ １ Ａ ０ １ ０ Ａ

２ ０ Ｗ

０ ０ ９ Ａ

２ ０ Ｗ２ １ Ｗ

０ １ ４ Ａ ０ ０ ７ Ａ ０ ０ ６ Ａ

１ ４ Ｗ１ ４ Ｗ１ ４ Ｗ

０ １ ２ Ａ ０ ０ ６ Ａ ０ ０ ５ Ａ

１ ２ Ｗ１ ２ Ｗ１ ２ Ｗ

　　　　　　　　　　　　　・起動方式により適合ランプが異なります。

　　　　　　　　　　　　　　異なる組合せでご使用された場合、不点やチラツキ、故障の原因となります。

Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ Ａ Ｃ ２ ０ ０ Ｖ Ａ Ｃ ２ ４ ２ Ｖ

０ １ ６ Ａ

３ ７ Ｗ

０ １ ２ Ａ

２ ８ Ｗ

０ １ １ Ａ０ １ ３ Ａ

２ ８ Ｗ２ ９ Ｗ

０ ２ ９ Ａ ０ １ ４ Ａ

３ ７ Ｗ３ ８ Ｗ

０ ３ ８ Ａ ０ １ ９ Ａ

０ ２ ７ Ａ

２ ７ Ｗ ２ ６ Ｗ ２ ６ Ｗ

０ １ ０ Ａ０ １ ２ Ａ０ ２ ４ Ａ

２ ４ Ｗ ２ ３ Ｗ ２ ３ Ｗ

Ｌ Ｅ ９

Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ Ａ Ｃ ２ ０ ０ Ｖ Ａ Ｃ ２ ４ ２ Ｖ

Ｌ Ｅ ９

０ ７ ３ Ａ

７ ３ Ｗ

０ ５ ５ Ａ

５ ５ Ｗ

０ ５ ０ Ａ

５ ０ Ｗ

０ ４ ５ Ａ

４ ４ Ｗ ４ ４ Ｗ

０ ２ ２ Ａ ０ １ ９ Ａ

４ ４ Ｗ

４ ９ Ｗ ４ ９ Ｗ

０ ２ １ Ａ０ ２ ５ Ａ

５ ４ Ｗ ５ ４ Ｗ

０ ２ ３ Ａ０ ２ ７ Ａ

７ １ Ｗ

０ ３ １ Ａ０ ３ ６ Ａ

７ １ Ｗ

ＬＤＬ４０Ｓ

ＬＤＬ４０Ｓ／１４
０ ２ ０ Ａ ０ １ ０ Ａ ０ ０ ９ Ａ

２ ０ Ｗ２ ０ Ｗ２ ０ Ｗ
ＬＤＬ４０Ｓ／１４

０ ３ ７ Ａ ０ １ ８ Ａ ０ １ ５ Ａ

３ ６ Ｗ３ ６ Ｗ３ ７ Ｗ

ス キ マ

ＮＮＦＷ２１００１Ｊ ＮＮＦＷ２１０２１Ｊ

・ 保 証 に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ こ の 商 品 の 保 証 期 間 は １ 年 間 で す 。 但 し 、 Ｌ Ｅ Ｄ 電 源 は ３ 年 間 で す 。

・ 保 証 書 に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ 保 証 書 が 必 要 な 場 合 は 、 当 社 代 理 店 ま た は 当 社 営 業 所 へ お 申 し 出 く だ さ い 。

・ 補 修 用 性 能 部 品 の ・ ・ ・ ・ 当 社 は こ の 照 明 器 具 の 補 修 用 性 能 部 品 （ 電 気 部 品 ） を 製 造 打 ち 切 り 後 、 ６ 年 間 保 有 し て お り ま す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ ン プ な ど の 消 耗 品 は 除 き ま す 。 詳 細 は 当 社 カ タ ロ グ を 参 照 し て く だ さ い 。

　 保 有 期 間　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 補 修 用 性 能 部 品 に は 、 同 等 機 能 を 有 す る 代 替 品 を 含 み ま す 。


